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システムを構築している。同一のアルゴリズムに対して、PC での結果と FPGA での結








る考察では、Xilinx 社の大規模ロジックを持つ Kintex-7 と複数のプロセッサを搭載す






として ESA（European Space Agency）の Pose Estimation Challenge データセット










学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、民生品のデジタル回路デバイスである FPGA を用いた宇宙機におけるオ
ンボード推論を提案し、深層学習による人工衛星の姿勢推定に関する回路設計方法の検
証と評価を行っている。CNN の実装方法として、論理回路で直接的に演算器を組み合
わせる方法と FPGA 内のプロセッサとのハイブリット構成の方法との比較を示してお
り、本研究の結果は宇宙機の姿勢推定システムに関する柔軟な設計の向上に貢献すると
ころが大きいと考えられる。 
 また、本論文に関する学位論文調査会及び公聴会において、審査委員および出席者か
ら、宇宙機の姿勢推定とオンボード推論の関係性、FPGA を用いる利点、地上と宇宙で
の利用方法の違い、姿勢推定以外の応用方法などに関して質問がなされたが、いずれも
著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
